
秋田県「小型軽量電動化システムの研究開発による産業創生」

   ◆ 県内企業の革新的固有技術を起点とした産学官共同による電動化システムの研究開発体制を整備
　 ◆ 企業・大学・学生の起業家精神を喚起する産業人材の育成を推進
   ◆ 若者に夢を与え、高度人材が活躍する創造的将来産業を創出し、本県の持続的発展と活力ある地域社会を実現

ポイント

大学改革

◆トップレベル人材による電動化システムに関する研究開発と教育プログラムを開始（2020年度予定）
◆秋田大学大学院・秋田県立大学大学院に、電動化システム工学共同専攻（仮称）及び共同サスティナブル
　デザイン専攻（仮称）設置（2022年度予定）
◆欧州の大学との連携を強化し、国際共同連携プログラムを構築しグローバル化を推進（2022年度予定）

主なＫＰＩ

①県内輸送用機械器具製造業の製造品出荷額の増加額846億円　　　　 　［2017年度：1,568億円→2028年度：2,414億円］
②本事業に関連する企業における設計・開発技術者数の増加数80人　　　［2017年度：100人→180人］
③秋田大学理工学部卒業生の地元就職数の増加100人※　　　　　　　　　　　※直近の地元就職数に対する2028年度までの各年度の増加累計
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【事業責任者】 嵯峨 宏英氏（GGプロジェクトサポート(株)、秋田大学客員教授）　
【エグゼクティブアドバイザー】 榊 純一氏（(株)ＩＨＩ）　　　　　　【トップレベル人材】 大依 仁氏（(株)ＩＨＩ、秋田大学客員教授）

秋田県、秋田大学、秋田県立大学、(株)アスター、秋田試作事業組合、秋田複合材新成形法技術研究組合、(株)秋田銀行、(株)北都銀行、(公財)あきた
企業活性化センター、(一社)秋田県機械金属工業会、秋田県電子工業振興協議会

令和元年度地方大学・地域産業創生交付金　交付対象事業
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共同研究
相談・試験

人材供給
リカレント教育

電動化システム共同研究センター
（秋田大学・秋田県立大学　共同運営）

 知的財産権管理、事業戦略・企画の取りまとめ等

 (１） 新世代モーターの研究開発
 (２) 新世代モーターの応用機器開発
 (３) 新世代モーターのシステム設計・周辺
　　　 技術の研究開発

 (4) 電動化システムの研究開発成果を人材
　　　 育成や地域雇用につなげる取組

①新世代モーター・応用機器・
　システム設計の研究開発

③起業家精神を持つ人材の育
　成、経営者等へのリカレント
　教育

航空機産業

自動車産業

一般産業用途
  （産業機械等）

事業内容 研究開発成果

経営企画部

研究開発部

試作試験部

地域人財
開発部

 若者に夢を 
 与える創造
 的将来産業
 を創出

電動化システム関連産業に必要な人材を育成

共同専攻　等

　キラリと光る大学改革
　先進的研究開発

技術・アイデアを収益事業につなげる知識・スキ
ルを持った人材や、起業家精神を持った人材を
育成

②研究開発を地域企業と共同
　推進することによる地域産業
　の競争力強化


